平成19年度日本OP協会継続総会議事録

開催日時　　　平成18年12月3日（日）　　午後1時

開催場所　　　広島県スポーツ会館　2階会議室

出席者数　　　41名（出席評議委員11名　委任状26名　議決権行使4名）

定刻より5分遅れで、仲野理事より本日の出席者は、評議員47名に対して41名出席で、本総会が協会規約19条により総会が成立した旨の報告がなされた後、國見理事長より継続総会の開会の辞がなされ、議長選出については、規約に基づき会長が議長になるが会長欠席のため、前回に引き続き副会長の占部氏が議長となり審議に入った。

　占部議長より、11月3日に開催の総会が時間の都合上、本日再会され出席いただいた方々に謝辞を述べ後に、前回の総会で審議された議案1号から議案4号までの承認確認が行なわれ、監査報告②・③については、江ノ島ジュニアより提出されている質問状とあわせて行なう旨説明され上で、議案６号　規約の改正についての審議に入った。

　第６号議案（１）　　規約の改正について　　　

　OP協会の役員は、JODAオペレーションスタッフでありJSAFの会員で在る者によって役員に立候補することが出来るものとする。

　拍手にて賛成多数で承認された。

　尚、質疑があり以下の点を明確にした。

今回の立候補者で新任理事に選出された理事の中でJSAFのメンバーでない理事は速やかにJSAF会員になること。2007年度から、理事への立候補者は立候補の時点でJSAFの会員でなければならず、会員番号を経歴書に記入する。

　　　JSAFの会費は自己負担

第６号議案（２）

B＆G津屋崎海洋クラブより提案議案されている、規約第11条の改正について、津屋崎の占部代表より提出議案について説明がなされ後、質疑に入った。

江ノ島Jr　高橋氏より、除名決議を行なう議決数を1/2から2/3ないし3/4に変更してはどうか？との質問があり、今後の検討課題とした。今回の規約改正の後、理事会にて検討の上、来年度の総会にて議題として提案する事とした。

また、改正案の文言の中に理解し難いところがあるがその点についてはどのように思われるか？会場より、文言の上で解りにくいところは無いとの意見もあり、議長よりその件について、諮ったところ原文通りで解るとの多数の意見があり、若干の訂正を行いより解りよいものにする事とした。

（ＪＯＤＡ注　改正された規約については別途ホームページにて掲載予定）
江ノ島Jr　熊川氏より、規約改正について事前に理事会審議されていないのはおかしいのでないかとの質問があったが、議長より、総会提案事項すべてが、理事会にかけられてい無くても問題はないとの回答があった。

　赤津監事より、今回提案の資格停止について、過去の経緯を説明後今回はそれよりも軽い資格停止について見当すべきと言う事で、これを機に考えてみて下さいと提言される。

　第６号議案（２）について採決したところ、賛成３５票　反対５票　棄権１票にて、賛成多数にて承認された。

赤津監事より、本議題議決後に発生する行為、問題が対象となり、過去の行為は対象とならない旨の説明あり。
　第７号議案　役員選任について

　　今回、改選理事・補充理事の選挙について、10名の立候補者があり、選挙にて上位8名の者を理事就任してもらい、その中で得票数下位2名を任期1年とする旨の説明、投票結果は下記の通り。

	立候補氏名
	得票数
	立候補氏名
	得票数

	熊川　　博
	２２
	丹羽　英夫
	３０

	戸田　和伸
	　７
	仲野佐代子
	３５

	高橋　昌威
	　７
	奥村　茂実
	３４

	國見　悦郎
	３５
	濱田　浩司
	３４

	荒川　　渡
	３５
	河内　孝明
	３４


＊熊川理事、丹羽理事は任期１年とする

今回監事２名の改選時期であったが、監事の立候補者は無かった。

監事は理事会運営に不可欠な為、理事会推薦として、赤津　光昭、周東　英卿の両氏に再任を御願いし、大多数の賛同を得て承認された。

※　暫時休憩とし、平成19年度第1回理事会の開催を行なう。

第1回理事会録

自己紹介の後、理事会審議により

　　理事長　　國見　悦朗理事長の再任が承認された。

　　会　計　　仲野佐代子理事の再任が承認された。

休憩終了後、第1回理事会にて、國見理事長の再任ならびに仲野理事の会計担当の再任報告がなされた。

　第８号議案　その他

　　江ノ島ジュニアヨットクラブより提出された質問状等について

1 総会再会の手続きについて

　　　　閉会式会場にて、アナウンス周知し問題は無かった。

2 継続総会の質問について

　　　　提出期日の関係上、総会当日の配布になった。

3 会計監査について

　　　　監査出来ないと言う前回の監事の発言もあり、何かあったときに万が一協力した父母が罪に問われないかとの懸念があるので再度質問をした。

夢子ども活動については、国庫補助金で補助金処理の基準がＯＰ協会とは違うため為に、OP協会の会計とは切り離して会計処理を行なっているが、国の補助金会計監査を受けているので、間違った会計処理はされていない。二重帳簿という監事の表現は本会計と一本化出来ないため２つの会計処理体系になっていることを指したもので、裏帳簿等の意味ではない。
　　　　尚、協力したご父兄に迷惑が掛かる事は無いと判断している。

　　
4 評議委員数について

　　　　昨年の総会時に説明した通り、20名１票の割合で評議員構成を行なっているが、今後検討する要望があれば検討していく事も考慮する。

　　　　名古屋ジュニア　築山氏より、一人クラブの設立について協会の考えについて質問される。

　　　　國見理事長より、一人であっても、ヨットをやりたいものがいればクラブの成立は可能である旨回答。

　　　　クラブの規制は無く、活動があればOP会員・オペレーションスタッフの活動は出来るが、クラブ会員になる為には、理事会承認が必要である。

　

5 ＲＲＳ69条問題について

　　　理事長から質問状に対する回答がなされた。

　　　ＲＲＳ69条問題については、過去の経緯の説明があり現状及び今後の具体的な方針等については、現在、横浜地裁の判決待ちのため差し控えられた。今までに2回の審問があったことも報告された。しかしながらOP協会の取った対応について不備は無かったと思っている。

⑤-4について、関係者による書き込みはなされていないと考える。

皆様からの要望があれば、ＪＯＤＡより子供のことを考え２チャンネルに対して掲示について削除するよう依頼をすることとする。

　　（平成１８年１２月１６日すでに削除を確認済み）

6 ワールドチームのコーチについて

　　　前回の総会時にも説明いたしましたが、人物等について問題なく適任者と言うことで理事会においても判断していただき決定させていただいた。

平成18年度監査結果報告　（議題5）

　　　監事報告について、江の島ジュニアヨットクラブよりＲＲＳ69条問題に関する監査報告について意見を出されたので、赤津監事から報告どおり、決議方法、内容に瑕疵はないと判断する旨の質疑に対し回答がある。
江の島ジュニアヨットクラブ、およびそのメンバーおける一連の事件について、監事より、江の島ジュニアヨットクラブは不祥事を起こしたとの反省はないのかとの質問に対し、クラブ代表者から非を認める発言があった。

監事からこの報告書の採決を求める動議が出され、大多数の承認を得て、全て報告書通り可決された（拍手による採決）。

その他（江ノ島戸田・小宮）

　　　藤沢市青少年セーリングクラブで江ノ島ジュニアに過去に在籍した子の名前で２００６年度の新規登録がなされている。（名簿で名前を確認）

赤津監事　詳細は出さないとしても全日本などのレースでもエントリーで名前は出ているのだから名簿の名前・学年ぐらいは公にしても良いのではないか

国見理事長の子息の所属しているクラブなので詳細調査を行い追って報告を行う事となった。

　　以上をもって、総会は全議案可決承認され、総会は終了した。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

第一回理事会（総会中の理事会が総会後継続して行われた）

事務局は丸田理事に決まり、その他の担当理事は基本的に前年度を引き継ぐこととなったが、第二回理事会で最終決定の予定。

出席理事

国見理事長　奥村理事　荒川理事　濱田理事　濱本理事　仲野理事

河内理事　　高木理事　丸田理事　丹羽理事　熊川理事

欠席理事

神谷理事

議事録作成：　日本OP協会事務局
署名人：　    橋元　幸一
所属クラブ：　鹿児島ジュニアヨットクラブ

承認日：　    平成19年1月24日
署名人：　    戸田　和伸
所属クラブ：　江ノ島ジュニアヨットクラブ
承認日：　    平成19年1月23日
